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SPACE のモデラーでは、多くのデータを設定しなければならない。こ

れらのデータ設定方法について、ここでは、特にダイアログを用いて設

定する方法についてまとめる。 

まず、構造ファイルのタイトル設定について述べる。新規モデル作成

の場合、ウイザードによってこのダイアログが表示されるが、メニュー

の[設定]→[構造ファイルタイトルの設定]を選択することでも表示さ

れる。ここでは、「内容変更」ボタンを押した後、タイトル行数を設定

しタイトルを変更する。 

 

 

 
 
ウイザードによって、このダイアログも前節のダイアログに続いて表

示されるが、メニューの[設定]→[通り芯の設定・変更]を選択するかも

しくはツールチップ＊6のクリックでも表示される。 

 

 

5.7 パラメータの

設定

5.7.1 構造ファイ

ルのタイトル 

5.7.2 通り芯の設

定 

図 5-7-1「構造ファイルタイト

ルの設定」ダイアログ 

図 5-7-2「通り芯の

設定」ダイアログ
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ここでは、スパンや階高を変更することが可能であるが、この変更を

行う前に部材を設定していると、不具合が生じる場合がある。そのため、

既実節点との適合を良く理解した上で変更しなければならない。 
 
 
解析モデルを作成する際、形状と共に各節点や部材に固有の情報を割

り付けていく。この情報は、一般にシステムが有する規定値情報を用い

てコピーしていくが、その値を確認、変更する場合は、ダイアログバー

が利用される。ダイアログバーはモデラーが起動されると画面左に表示

される。部材などを図面に割り付ける際、関連する情報がダイアログバ

ーに表示される。また、ダイアログバー上部のボタンをクリックするこ

とで、ダイアログバー上に表示させることも可能である。表示項目は、

以下の 7項目である。 

 
１． 部材 

２． 筋交（ブレース） 

３． 境界 

４． 質量 

５． 静荷（静的荷重） 

６． 動重（動的荷重） 

７． 剛床 

 
これらの項目は、ツールバーＢの上記項目に該当するツールチップを

押すことで、ダイアログバー上に同じ情報が表示される。ここで情報を

変更して部材を割り付けても良い。ダイアログバー上部のボタンにはな

いが、ツールバーＢ上のツールチップ＊7を押すと、ダイアログバー上に

他節点と変位同一視する情報が表示される。 
以下の節では、これらのダイアログバーとメニューから呼び出される

ダイアログについて説明する。 
 
 
本節では、部材設定用のダイアログ及びダイアログバーについて説明

する。ダイアログバーには、ダイアログバー上部のボタン「部材」をク

リックするか、もしくは、ツールバーＢのはり設定ツールチップ＊8と柱

設定ツールチップ＊9をクリックすることで情報が表示される。図 5-7-4

にはダイアログバー上に部材に関するデータが表示されている。 

また、メニューの[設定]→[部材設定用パネル]→[部材設定用パネル]

を選択すると、図 5-7-3 に示すダイアログが表示される。 

5.7.3 ダイアログ

バーの設定 

5.7.4 部材設定用

パネル 

*7  
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 ここでは、部材に関する基

本的なデータを設定する。選

択要素番号はこの部材の要

素を決めるものであり、また、

選択グループ番号は、この部

材のグループ番号を決める

ものである。後のデータは部

材の解析用データであり、こ

れについてはリファレンス

マニュアルを参照されたい。 

 ダイアログバー上の最後

の 2 項目は特殊なデータで

あり、これは部材を設定する

際、通り芯の間をいくつの部

材に分割するかを示すもの

で、部材の設定に直接影響を与えるパラメータ

である。特に注意して設定する必要があり、規

定値として、はりは 3 分割、柱は分割なしとな

っている。 

 
 
本節では、ブレース設定用パネルについて説

明する。前節と同様に、ダイアログバーには、

ダイアログバー上部のボタン「筋交」をクリッ

クするか、もしくは、ツールバーＢのブレース

設定ツールチップ＊10 をクリックすることで情

報が表示される。図 5-7-5 にはダイアログバー

上に部材に関するデータが表示されている。 

また、メニューの[設定]→[部材設定用パネ

ル]→[ブレース用パネル」を選択すると、図

5-7-6 に示すダイアログが表示される。ブレー

ス型種別は、図に示されているブレース形状が

用意されているのでその中から選択することに

なる。ブレースの分割数、及び形状初期不整の

方向と不整量の大きさをここで設定可能である。

他のデータは部材と同一である。 

図 5-7-3「部材設定用パネル」ダ

イアログ

図 5-7-4「部材設

定用パネル」ダ

イアログバー

5.7.5 ブレース設

定用パネル 

図 5-7-5「ブレー

ス設定用パネ

ル」ダイアログ

*10  
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れたい。 
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本節では、節点に境界条件を与える設定用パネルについて説明する。

前節と同様に、ダイアログバーには、ダイアログバー上部のボタン「境

界」をクリックするか、もしくは、ツールバーＢの境界条件設定ツール

チップ＊11をクリックすることで情報が表示される。図 5-7-8 にはダイ

アログバー上に境界に関するデータが表示されている。また、メニュー

の[設定]→[節点設定用パネル]→[境界条件と節点局所座標]を選択す

ると、図 5-7-7 に示すダイアログが表示される。 

 ここでは、節点の境界条件を割り付けるためのテンプレートを設定す

る。境界条件を用いて各自由度を設定しても良いし、直接自由度を拘束

しても良い。ダイアログバーでは、直接数値を記入することになるので

注意されたい。値は、-1 が拘束、0は自由である。また、-10 以上は他

節点への変位同一視を表す。 

 節点の局所座標

系をここで設定し

ておくと、部材を設

定する際、この節点

テンプレートがコ

ピーされるので自

動的に生成される

節点は局所座標系

を有することにな

る。この点を特に注

意されたい。 

 
 
 

5.7.6 境界設定用

パネル 

図 5-7-6「ブ

レース設定用

パネル」ダイ

アログ

図 5-7-7「境界設定用パネル」ダイアログ 図 5-7-8「境界」ダイアログバー
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本節では、節点に境界条件を与える設定用パネルについて説明する。

ダイアログバーには、ダイアログバー上部のボタン「質量」をクリック

するか、もしくは、ツールバーＢの質量設定ツールチップ＊12 をクリッ

クすることで情報が表示される。図 5-7-9 にはダイアログバー上に境界

に関するデータが表示されている。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点集中質量の設

定]を選択すると、図 5-7-10 に示すダイアログが表示される。 

 この値は、１節点あたりの重量（kN/１節点）を設定する。システム

がこの値から質量に変換している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本節では、荷重設定用パネルについて説明する。ダイアログバー上部

のボタン「静荷」あるいは「動荷」をクリックするか、もしくは、ツー

ルバーＢの静的荷重設定ツールチップ＊13 あるいは動的荷重設定ツール

チップ＊14 をクリックすることで、荷重に関する情報が表示される。図

5-7-12 にはダイアログバー上に静的荷重に関するデータが表示されて

いる。動的荷重に対しても同様である。静的荷重については 2種の荷重

が設定でき、また、動的荷重については 3種の荷重が設定可能である。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点荷重の設定]

を選択すると、図 5-7-11 に示すダイアログが表示される。このパネル

には、静的荷重と動的荷重の両者が設定可能となっている。 

 節点が自動生成されると、その節点には静的荷重と動的荷重が同時に

割り付けられるようになっており、静的荷重のみ設定する場合は、動的

荷重のテンプレートはゼロにセットしておかなければならない。 

5.7.7 質量設定用

パネル 

5.7.8 荷重設定用

パネル 

図 5-7-9「質量設定」ダイアログバー
図 5-7-10「質量設定」ダイアログ 

*12  
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一旦、荷重情報を設定すると、部材を割り付けるとき、実節点が自動

的に生成され、この荷重情報がコピーされる。誤った情報を多くの節点

に割り付けてしますことになる。従って、部材を割り付ける際は、節点

荷重を設定しておかないほうが良い。荷重や境界は後から設定すべきで

ある。 
 
 

 
本節では、剛床設定用パネルについて説明する。ダイアログバーには、

ダイアログバー上部のボタン「剛床」をクリックするか、もしくはツー

ルバーＢの剛床設定ツールチップ＊15 をクリックすることで情報が表示

される。図 5-7-13 にはダイアログバー上に剛床グループ番号に関する

データが表示されている。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[剛床グループ番号

の変更]を選択すると、図 5-7-14 に示すダイアログが表示される。ここ

で、剛床グループ番号を変更することで、他のグループの剛床が設定可

能となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-7-11「荷重設定」ダイアログ 

図 5-7-12「静的荷重設

定」ダイアログバー 

5.7.9 剛床設定用

パネル 

図 5-7-13「剛床グループ番号」

ダイアログ

図 5-7-14「剛床設定」

ダイアログバー
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本節では、他節点との変位同一視設定用パネルについて説明する。ツ

ールバーＢの節点変位同一視設定ツールチップ*16 をクリックすること

で情報が表示される。図 5-7-16 にはダイアログバー上に節点自由度の

他節点の変位同一視に関するデータが表示されている。 

 また、メニューの[設定]→[節点設定用パネル]→[節点同一視データ

変更]を選択すると、図 5-7-15 に示すダイアログが表示される。ここで、

同一視に関するデータを変更することで、他の節点との変位同一視が設

定可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 直行座標系で設定した通

り芯交点をずらすことが可

能である。まず、メニュー

の[設定]→[通り芯のずれ

設定]を選択すると、図

5-7-17 に示すダイアログ

が表示される。ここで、通

り芯交点のずれを設定する

ことになる。このダイアロ

グのパラメータ設定法につ

いては、3.11 節を参照され

たい。 

5.7.10節点変位同

一視設定用パネル 

図 5-7-15「節点変位同一視設定」ダイアログ

図 5-7-16「節点

変位同一視設

定」ダイアログ

5.7.11通り芯のず

れ設定 

図 5-7-17「通り

芯のずれ設定」

ダイアログ
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 このダイアログを表示する他の方法として、ツールバーＢの取り芯ず

れ設定ツールチップ*17をクリックすることでも表示される。 
 
 
本節では、モデラーシステムに関連するデータの設定方法について説

明する。まず、モデラーの背景色や線分の太さを設定する方法について

解説する。 

 メニューの[設定]→[ウインドウ背景色と線分太さの変更]を選択す

ると、図 5-8-1 に示すダイ

アログが表示される。ここ

では、画面の背景色と平面

図と立面図で使用されて

いる線分の太さを変更す

る。変更した後、「OK」ボ

タンを押すと自動的に変

更されている。 

 

 

 本節では、節点番号などのフォントの大きさを変更する方法について

説明する。メニューの[設定]→[節点番号フォントの大きさを変更する]

→[フォントを大きくする]を選択すると、図面上の文字が大きくなる。

ただし、画面を更新するか図面を再表示する必要がある。このメニュー

を選択し続けると徐々にフォントは大きくなる。 

 逆に、フォントを小さくしたい場合は、メニューの[設定]→[節点番

号フォントの大きさを変更する]→[フォントの大きさを小さくする]を

選択する。このメニューを選択し続けると徐々にフォントは小さくなる。 

 
 
本節では、部材作成設定項目を変更する方法について説明する。メニ

ューの[設定]→[設定項目の変更]→[部材作成設定項目の変更]」を選択

すると、図 5-8-2 に示すダイアログが表示される。このダイアログでは、

はりの分割数、柱の分割数を設定する。この値によって、通り芯交点間

の部材分割が実施される。 

 部材を割り付ける際、節点を自動生成する。その際、次の３つのうち、

チェックマークが入っている項目についてチェックを行う。 

5.8 システム設定

5.8.1 ウインドウ

背景色と線分の太

さ設定パネル 

5.8.2 節点番号フ

ォントの大きさを

変更 

図 5-8-1「背景

色と線分太さ

の変更」ダイア

ログ

5.8.3 部材作成設

定項目の変更 

*17  
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このパラメータの規定値は、はりは 3

分割、柱とブレースは１分割、つまり分

割しないことを意味する。ブレースでは、

座屈を考慮する場合、自動的にブレース

中央に初期不整を与えて、座屈を生じ易

くすることが可能となっている。形状初

期不整量は、不整なし、断面弱軸、断面

強軸から選択し、初期不整を考慮する場

合は、ブレースの配置を考慮して節点位

置を計算する。なお、形状初期不整は、

部材長さに対する比率で与える。例えば、

「断面弱軸」で「1/100」を設定すると、

ブレース中央点の座標は、ブレース長の

100 分の 1 が弱軸方向に形状不整量とし

てセットされる。また、「分割点を j端」

にチェックすると、ブレースを 2分割し

た場合、2 部材の j 端が共に中央分割点

になるように設定される。最後に、「不整量を形状に設定」を選択する

と、形状初期不整量は、実際の構造座標系の位置データに加えられて設

定されるが、「不整量を不整データに設定」を選択すると、この不整量

は、形状データとは別に形状初期不整用のファイルに保存することがで

きる。無論、この形状初期不整は、ファイル出力時に、「初期変位ファ

イル」へ出力しなければならないし、実際の構造形状は、完全位置の座

標が出力されることになる。 

 
 
 モデラーで部材

や節点を割り付け

ると、その情報を

保持する領域が必

要となる。その領

域の大きさを順次

増やしていかなけ

れば、いずれいっ

ぱいになり、メモ

リーがオーバーフ

5.8.4 追加用動的

領域の値を変更 

図 5-8-3「追加用動

的領域の変更」ダイ

アログ

図 5-8-2「部材作成用設定項目の変更」ダイアログ
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ローを起こす。そこで、システムは自動的に残量を管理し、動的に領域

を増加させていく。ここでは、一回に増加させるデータ量を設定する。 

メニューの[設定]→[「設定項目の変更」→[追加用動的領域の値を変

更]を選択すると、図 5-8-3 に示すダイアログが表示される。このダイ

アログの値は、システムが一回に増分するデータ量である。 

 
 
 部材を図面に割り付けていく際、多くのメッセージが出現する。CAD

操作に慣れていくと、これが煩わしく感じる場合がある。そこで、メニ

ューの[設定]→[登録メッセージの有無制御]を選択すると、自動的にメ

ッセージが抑制される。また、ツールバーＡのツールチップ*18をクリッ

クすることでも同様の効果が得られる。 

 
 
 解析モデルが複雑になるとデータ内に間違いが生じる可能性が高く

なる。そこで、システムでは多くのデータチェック機能を提供しており、

ここでは、それらをまとめて述べることにする。 
 まず、リンクデータのチェックシステムについて述べる。メニューの

[設定]→[構造データリンクチェック]を選択すると、図 5-9-1 に示すダ

イアログが表示される。ここでは、既にチェックした結果が箇条書きで

述べられている。ここに書かれた項目をよく注目し、エラーが表示され

た場合は、データを十分に検討しなければならない。特に部材の取り付

いていない自由節点が存在する場合は、ダイアログ右隅の「自由節点の

消去」ボタンを押すと、該当する自由節点が消去される。 

5.9 解析モデル

のチェックシ

ステム

5.9.1 構造デー

タのリンクチ

ェック 

図 5-9-1「構造

データのリン

クチェック結

果」ダイアログ

*18  

5.8.5 登録メッセ

ージの有無制御
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もし、分析結果にエラー表示がある場合、レポートの詳細を表示させ

ることができる。図 5-9-1 のダイアログ中の「分析結果の詳細」ボタン

を押すと、「MDoutput」ファイルに出力された内容が、自動的にワード

パッドで表示される。 

 部材が繋がっていない自由節点が存在するとその旨を知らせると同

時にその節点を取り除くことも可能である。もし、その自由節点を消去

したい場合は、図 5-9-1 の「自由節点の消去」ボタンを押せば良い。こ

の処理で該当する自由節点が消去されることになる。 

 さらに、重複節点（同一座標位置に存在する節点）と長さ 0を有する
部材がある場合、「部材と節点修復」ボタンを押すことで、モデラーシ

ステムが自動的に修復を行う。ここでは、長さ 0の部材を削除し、また、
重複節点では、一つの節点のみ残し、他の節点は削除する。削除した節

点に繋がった部材の部材番号を残した節点番号に付け替えを行う。 

 
 
 SPACE では、モデラーで付けた節点番号がそのままソルバーでも用い

られている。そのため、不用意に部材を配置していくと数値解析時間に

多くの時間をとられてしまう可能性が生じる。

そこで、システムでは、節点の並べ替えを実行

し、効率化を図る手段を提供する。 

 メニューの[設定]→[節点番号の並び替え]

を選択すると、図 5-9-2 に示すダイアログが表

示される。ここでは、節点番号の並べ替え方法

の指定と、節点と部材の更新を行う。SPACE に

おける消去処理は、実際に節点や部材を記憶領

域から取り除くことをせず、消去コードを設定

しているのみである。ここでチェックマークを

記入すると、消去処理された節点（削除節点）

や部材（削除部材）を実際に取り除く処理を行

う。同時に、自由節点の取り除く処理や部材を

並べ替える処理も指定可能となっている。 
 最後に、部材の並べ替えを行う場合は、「部

材を並べ替える」にチェックマークを入れ、部

材の並べ替え順序を指定する。並べ替え方法と

して、まず、「はり、柱、その他」か「柱、は

り、その他」を選択し、次に、4種の並べ替え

5.9.2 節点の並び

替え 

図 5-9-2「節点番号の並び替え」ダイアログ
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方法を選択する。この方法については、節点と同じである 

 
 
 画面上に該当節点や部材を表示し、目視で確認することで各種のチェ

ックを行うことができる。SPACE では、図面と透視図で、その機能を提

供している。ツールバーＡのツールチップ*19をクリックすると、図5-9-3

に示すダイアログが表示される。調査したい項目をチェックし、「OK」

ボタンを押すと図面上に該当する節点が赤もしくは黄色で表示される。

同様に、透視画面上でマウス右ボタンを押し、プルダウメニューの[透

視図表示項目選択]を選ぶと、右のダイアログが表示される。検索項目

を設定することで、透視図上に該当節点や部材が濃い色で表示され、視

認されることになる。 

 

5.9.3 表示による

チェック 

図 5-9-3「節点における外力・質量・

境界の有無チェック」ダイアログ

図 5-9-4「骨組表示選択」ダ

イアログ 

*19  


